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主・神・我が救世主 

イイスス・ハリストスの降誕祭 

『ハリストス生まる、崇め讃めよ』 

 降誕祭の祈りは光に満たされ、教会から溢れ出る。聖堂での祈りが

始まる。壁に掛けられたそれぞれのイコンの前、イコノスタスの前に

置かれた燭台、下げられたランパードにも光が灯される。至聖所の宝

座も七つの光で輝いている。聖入と呼ばれる歩みも灯された大きな蝋

燭が先導し、掲げられた福音書が続く。更に主教祈祷では其の右手に

至聖三者を表す三本の長い蝋燭、左手には主の人性と神性を表す二本

の長い蝋燭が輝き、地上のあらゆる処に届く神の真理として、ハリス

トスの光は平和と喜びで人々を満たし、私達は頭を垂れるのである。 

 かの羊飼い達は貧しさと従順さに因って、天使等と共に喜び歌い、

その歩みはベツレヘムへ続き主の降誕に出会う。博士達はたゆまぬ努

力と知恵を得て星を見いだし、星に導かれ献げ物を携えベツレヘムへ

と旅した。神の照らしは待望する人の長い苦しみの果てに届き、痛悔

の涙で乗り越えた人に届き、神の愛に包まれ刻まれる。降誕祭の喜び

を歌う私達の言葉の一つひとつに聖神は働き、増し加えられた光は聖

堂から溢れ出てゆき暗闇にいる世界の人々に届く。 
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東日本主教々区「教区会議」6/25-26 札幌      

 

6
月
25
日
㈯
午
後
か
ら
教
区
理
事
会
が
、

26
日
㈰
聖
体
礼
儀
後
に
教
区
会
議
が
札
幌
正

教
会
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
昨
年
同

様
、
コ
ロ
ナ
禍
で
欠
席
委
任
を
求
め
る
形
で

少
人
数
で
の
開
催
と
な
っ
た
。 

 

ま
た
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
体
調

不
良
の
た
め
遠
隔
地
へ
の
移
動
が
困
難
と

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
欠
席
さ
れ
、
小
池
局

長
が
議
長
代
理
と
し
て
教
区
会
議
を
進
行
し

た
。
業
務
報
告
と
教
団
の
三
委
員
会
（
財

務
、
規
則
、
宣
教
）
の
報
告
、
決
算
と
監
査

報
告
、
ま
た
業
務
計
画
と
予
算
案
と
も
に
承

認
さ
れ
た
。 

 

札
幌
の
マ
ト
ロ
ナ
高
橋
美
智
子
姉
は
故

ニ
ー
コ
ン
鉄
郎
兄
の
遺
産
か
ら
教
区
へ
一
千

万
円
献
金
さ
れ
、
今
後
計
画
さ
れ
る
教
区
セ

ン
タ
ー
建
設
基
金
と
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
篤
信
の
申
し
出
に
、
セ
ラ
フ
ィ

ム
大
主
教
座
下
か
ら
感
謝
状
と
聖
ニ
ー
コ
ン

の
聖
像
が
贈
呈
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
25
日
㈯
の
主
日
徹
夜
祷
に
引
き
続

い
て
、
昨
年
6
月
25
日
に
永
眠
さ
れ
た
長
司

祭
ワ
シ
リ
イ
加
藤
国
枝
神
父
様
の
た
め
に
リ

テ
ィ
ヤ
を
献
じ
、
皆
で
神
父
様
の
永
遠
の
安

息
を
お
祈
り
し
た
。 

札幌正教会信徒会館にて出席した神品・信徒理事と代議員で記念撮影 

故ワシリイ加藤神父様のリティヤ 

教区会議本会議の様子 

マトロナ高橋美智子姉とご家族と共に 
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全 国 公 会  7/9-10 東京本会      
 

7
月
9
日
㈯
、
10
日
㈰
に
今
年
の
全
国

公
会
が
開
催
さ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
参

加
自
粛
を
受
け
、
東
日
本
か
ら
の
信
徒
代
議

員
と
し
て
は
札
幌
正
教
会
の
パ
ル
メ
ン
傳
法

兄
の
み
が
参
加
し
た
。 

 

「
平
和
を
常
に
心
し
て
、
平
安
を
成
し
遂

げ
る
教
会
で
あ
り
た
い
」
と
の
府
主
教
座
下

の
ご
訓
示
で
始
ま
っ
た
本
会
議
で
は
、
業
務

と
決
算
予
算
の
報
告
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
は
、
ニ
コ
ラ
イ
堂
会
館
新
築
の
建

設
委
員
会
の
立
ち
上
げ
、
今
後
の
教
会
会
計

の
指
針
、
教
団
の
発
刊
物
の
予
告
な
ど
が
報

告
さ
れ
た
。
会
議
の
終
わ
り
に
は
、
今
年
新

築
成
聖
さ
れ
た
山
手
正
教
会
か
ら
御
礼
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
主
日
聖
体
礼
儀
に
お
い
て
、
小
池

宗
務
総
局
長
（
一
関
）
の
ミ
ト
ラ
の
戴
冠
、

田
畑
神
父
（
石
巻
）
と
市
村
神
父
（
足
利
）

の
金
十
字
架
の
佩
用
が
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教

座
下
に
よ
り
祝
福
さ
れ
た
。 

 
 

 

小
池
神
父
の
管
轄
す
る
盛
正
教
会
で
は
、

7
月
17
日
㈰
の
巡
回
時
、
教
会
・
婦
人
会
・

青
年
会
か
ら
花
束
や
贈
り
物
が
贈
呈
さ
れ
、

司
祭
と
し
て
の
長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て

ミ
ト
ラ
の
祝
福
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
共
に

喜
び
、
お
祝
い
し
た
。 

2022年度全国公会記念写真 

公会本会議の様子 

田畑神父（左）、小池神父（中央）、市村神父（右） 

盛正教会での記念写真 
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▲ アレキサンドラ大使と 6/28 

 

▲五旬祭晩課の跪きの祈り 6/12 ▲研修会で祈祷後にご指導なさる座下 5/27       

▲ 東京復活大聖堂教会の信徒総会 7/31 ▲ 敬老会・聖名祭のモレーベン 9/4 

▲ セルビア共和国大使一行と記念撮影 6/28 

五
月
か
ら
七
月 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
、
5
月
23
日

か
ら
27
日
に
か
け
て
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
神
品
教
役
者
養
成
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
会

に
要
所
に
お
い
て
参
加
さ
れ
、
ご
指
導
に
あ
た

ら
れ
た
。
ま
た
6
月
9
日
よ
り
13
日
ま
で
東

京
の
ニ
コ
ラ
イ
堂
に
滞
在
さ
れ
、
五
旬
祭
の
徹

夜
祷
と
聖
体
礼
儀
を
ご
司
祷
さ
れ
た
。 

 

6
月
28
日
㈫
、
駐
日
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大

使
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
コ
ヴ
ァ
チ
ュ
大
使

が
、
サ
ワ
鐸
木
道
剛
兄
の
案
内
で
セ
ラ
フ
ィ
ム

大
主
教
座
下
を
表
敬
訪
問
さ
れ
た
。
懇
談
で

は
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
日
本
と
セ
ル

ビ
ア
の
交
流
で
の
ご
貢
献
へ
の
謝
辞
か
ら
始
ま

り
、
両
国
正
教
会
の
歴
史
的
関
係
、
現
在
の
世

界
状
勢
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。 

 

7
月
31
日
㈰
に
は
、
東
京
復
活
大
聖
堂
教

会
の
信
徒
総
会
に
も
出
席
さ
れ
た
。 

 

八
月
か
ら
十
一
月 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
は
8
月
下
旬
に
腰

に
異
変
が
生
じ
、
療
養
と
通
院
治
療
が
必
要
と

の
診
断
を
受
け
ら
れ
た
。
ダ
ニ
イ
ル
府
主
教
座

下
は
長
期
療
養
の
必
要
を
認
め
、
回
復
を
目
指

し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け
て
欲
し
い
と
の
希
望
を
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▲ 聖体礼儀 （仙台）10/16 ▲ セルビアの山崎ご夫妻および鐸木兄と記念撮影 10/16 

 

 

8
月
16
日
㈫
、
休
職
中
で
あ
っ
た
首
司
祭
サ
ワ
大
浪
佑
二

神
父
様
（
89
歳
）
が
ご
永
眠
さ
れ
た
。
大
浪
神
父
様
は
岩
手

県
出
身
で
、
仙
台
教
会
の
青
年

会
で
も
活
動
な
さ
っ
た
。
司
祭

叙
聖
は
昭
和
40

年
。
山
手
正

教
会
の
管
轄
司
祭
を
長
く
勤
め

ら
れ
、
神
学
校
で
も
定
理
神
学

を
教
授
さ
れ
た
。 

 

8
月
20
日
㈯
、
東
京
復
活

大
聖
堂
に
て
セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主

教
座
下
の
ご
司
祷
に
よ
っ
て
司

祭
埋
葬
式
が
執
り
行
わ
れ
た
。 

首
司
祭
サ
ワ
大
浪
神
父
様
の
埋
葬
式 

８
／
20 

 

▲ 聖名日モレーベンに参祷された 

           イオアン高橋輔祭と 11/6 
▲ 聖体礼儀（仙台） 11/13 

伝
え
ら
れ
た
。
し
ば
ら
く
奉
神
礼
執
行
を
控
え
て
お
ら
れ
た

が
、
そ
ん
な
中
で
も
、
9
月
4
日
㈰
に
は
、
聖
名
日
モ
レ
ー

ベ
ン
と
共
に
敬
老
会
感
謝
祈
祷
を
、
11
月
6
日
㈰
に
は
同
様

に
聖
名
祭
と
七
五
三
の
感
謝
祈
祷
を
ご
司
祷
な
さ
っ
た
。 

 

10
月
16
日
㈰
に
は
、
セ
ル
ビ
ア
か
ら
一
時
帰
国
さ
れ
た
山

崎
ヴ
ケ
リ
ッ
チ
洋
氏
と
奥
様
の
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
佳
代
子
姉
が
お

見
舞
い
に
来
ら
れ
、
祈
祷
後
に
サ
ワ
鐸
木
兄
と
共
に
応
接
室
に

て
懇
談
さ
れ
た
。 

 

ま
た
、
10
月
16
日
㈰
と
11
月
13
日
㈰
に
は
、
久
し
ぶ
り
に

水
口
神
父
の
陪
祷
と
共
に
聖
体
礼
儀
を
司
祷
さ
れ
た
。
リ
ハ
ビ

リ
の
成
果
が
予
想
よ
り
も
上
が
っ
て
お
ら
れ
、
今
後
、
東
京
で

の
奉
神
礼
の
再
開
も
視
野
に
入
れ
て
体
調
管
理
を
継
続
な
さ
っ

て
お
ら
れ
る
。 
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函館ハリストス正教会聖堂保存修理工事      

 

工
事
は
、
こ
れ
ま
で
に
聖
堂
の
耐

震
化
、
鐘
楼
修
復
、
屋
根
の
葺
き
替

え
、
ク
ー
ポ
ル
の
加
工
を
終
え
、
現

在
は
外
壁
の
漆
喰
塗
り
の
作
業
が
大

詰
め
を
迎
え
て
い
る
。
11
月
末
に
は

聖
堂
を
覆
っ
て
い
る
工
事
シ
ー
ト
と

足
場
が
外
さ
れ
、
修
復
さ
れ
た
聖
堂

外
観
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。 

 

イ
コ
ン
の
修
復
は
7
月
か
ら
9
月

の
3
か
月
を
か
け
て
行
わ
れ
た
。
蝋

燭
の
煤
や
カ
ビ
な
ど
に
よ
り
か
な
り

汚
損
し
て
い
た
イ
コ
ン
は
、
丁
寧
な

作
業
で
見
違
え
る
よ
う
に
綺
麗
に

な
っ
た
。 

 

聖
堂
内
は
壁
の
漆
喰
仕
上
塗
り
、

イ
コ
ノ
ス
タ
ス
の
清
掃
塗
装
が
終
わ

り
、
こ
れ
か
ら
電
気
防
災
設
備
工
事

と
建
具
の
調
整
と
塗
装
、
花
ご
ざ
を

敷
い
た
上
に
養
生
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
が

敷
か
れ
る
。
正
門
の
耐
震
化
も
年
内

を
予
定
し
て
い
る
。
年
明
け
に
は
聖

堂
本
体
の
全
て
の
工
事
は
終
了
し
、

1
月
末
に
修
復
成
聖
を
行
う
予
定
で

あ
る
。
春
に
残
さ
れ
た
植
栽
、
遊
歩

道
の
外
構
工
事
が
行
わ
れ
、
2
年
に

渡
る
工
事
は
竣
工
と
な
る
。 

正門耐震化の打合せ 

祭台覆いの新調 網戸の設置 イコノスタスの塗装 

聖堂内壁の仕上げ塗 

塗装前のクーポル 
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▲床板が外され、中央に宝座が見える 

▲養生されたイコノスタス 

函館ハリストス正教会 聖堂修復成聖式のご案内 

 函館ハリストス正教会・主の復活聖堂は、2年にわたる修復を終えて、年内に聖

堂関連の工事が終了し、来年1月には教会に引き渡されます。聖堂の使用を再開す

るにあたって、下記の日程で聖堂修復成聖式を行います。 

 本来であれば多数の方々にご参祷を呼びかけるところですが、新型コロナウイル

スの第8波の感染拡大や冬期間の聖堂内の換気の難しさ等を考慮し、セラフィム大

主教座下ご司祷のもとマルコ小池宗務総局長と管轄司祭のみが陪祷する形で、各教

会からの参加は出来るだけ少人数にして執り行いたいと思います。状況によっては

直前の日程の変更などもあり得えますので、どうぞご理解の上、ご協力下さいます

ようお願い申し上げます。  

 

  ■日時 2023年1月29日㈰ 9：30 聖堂修復成聖式・聖体礼儀 

               13：00 昼食会    

       ※前日28日㈯16：00より晩祷  

   ■場所 函館ハリストス正教会（主の復活聖堂） 

盛
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

至
聖
所
の
修
復 

 

至
聖
所
の
床
の
一
部
が
剥
が
れ
は
じ
め
、
こ
の
度
床
の
全
面
を
張
り
替

え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
普
段
は
目
に
出
来
な
い
教
会

の
最
重
要
部
で
あ
る
宝
座
が
あ
ら
わ
と
な
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
大
き

な
土
台
の
上
に
、
や
は
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
井
戸
の
囲
い
の
よ
う
な
も

の
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
中
に
は
木
製
の
台
付
き
十
字
架
が
安
置
さ
れ
、

十
字
架
の
天
頂
部
に
不
朽
体
が
納
め
ら
れ
て
い
る
形
で
あ
る
。 

 

新
し
い
床
板
は
ア
ム
ヴ
ォ
ン
（
昇
壇
）
ま
で
一
体
の
も
の
と
な
り
、
少

し
濃
い
め
の
色
合
い
に
な
っ
た
。 
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東
京
正
教
神
学
院
新
入
生
入
学     
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東
京 

 

９
月
２
日
、
東
京
の
正
教
神
学
院
に
二
人
の
新
入

生
が
入
学
し
た
。
足
利
教
会
の
イ
ウ
ス
チ
ン
菊
池
圭

祐
神
学
生(

27)

、
大
阪
教
会
の
ゴ
ル
デ
ィ
松
井
裕
治

神
学
生(

47)

の
両
名
。
授
業
は
９
月
６
日
か
ら
始

ま
っ
て
い
る
。
神
学
生
は
聖
書
や
神
学
、
聖
師
父
の

言
葉
な
ど
の
勉
強
に
加
え
、
日
々
の
奉
神
礼
（
朝
夕

の
祈
り
、
前
晩
祷
や
聖
体
礼
儀
）
の
実
地
の
中
で
祈

祷
に
つ
い
て
学
ぶ
。 

 

松
井
神
学
生
は
「
神
品
教
役
者
養
成
短
期
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
に
参
加
し
、
今
回
改
め
て
新
学
校
に
入
学
。

「
平
日
は
働
き
、
週
末
に
教
会
に
通
う
と
い
う
生
活
で
は
十
分
に
神
父
様
の
お

話
や
聖
書
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
神
学
校
に
入
学
し
て
か
ら

は
正
教
に
つ
い
て
の
学
び
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
う
。
菊
池
神
学

生
は
「
入
学
し
て
、
む
し
ろ
自
分
が
正
教
に
つ
い
て

何
も
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
気
付
か
さ
れ
た
。
分

か
っ
た
つ
も
り
で
放
置
し
て
い
た
り
、
気
に
も
留
め

て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
中
に
、
大
切
な
も
の
が
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
く
」
と
の
コ
メ
ン
ト
。
「
今
は
祈

祷
書
の
言
葉
を
き
ち
ん
と
理
解
し
た
い
と
い
う
こ
と

が
関
心
事
。
祈
祷
文
を
し
っ
か
り
読
み
込
ん
で
自
分

が
何
を
祈
っ
て
い
る
の
か
を
理
解
し
た
い
」
と
続
け

た
。
二
人
の
さ
ら
な
る
成
長
、
活
躍
を
期
待
し
て
、

豊
か
な
主
の
恩
寵
が
あ
る
よ
う
に
祈
る
と
同
時
に
、

教
団
の
将
来
を
担
う
人
材
を
自
ら
の
教
会
か
ら
も
是

非
送
り
出
し
た
い
も
の
で
あ
る
。 

各ブロックの宣教会議開催される 

［北海道ブロック］7/30-31 釧路 

 今年度の研修会の日程を決め、また新

たに北海道独自の教会リーフレットを作

成し、その他の資料などと共に配布する

コーナーを函館に設けること、道内の信

徒情報の共有、教会報を各執事長に配布

することなどを話し合った。 

［東北ブロック］10/27 一関 

 連絡事項を確認した後、今後の予定に

ついて話し合った。特に間近にせまった

「東北ブロック誦経奉仕者研修会」の運

び方について詳細に打ち合わせた。ま

た、教区報などの発行日や内容について

も話し合われた。 

神学院校舎とニコライ堂 
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 北海道ブロック 

     聖歌研修会      

 

9
月
19
日
㈪
、
小
樽
正
教
会
に
お
い
て
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
聖
歌
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ

た
。
冒
頭
に
、
イ
コ
ン
修
復
で
函
館
に
長
期
滞
在

中
の
セ
ラ
フ
ィ
マ
田
中
智
惠
子
姉
（
東
京
）
に
イ

コ
ン
の
講
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
引
き
続
い
て

行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、
実
技
に
加
え
、
聖
歌
隊

を
率
い
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
必
要
な
資
質
の
向
上

の
た
め
に
、
自
教
会
の
問
題
点
を
把
握
し
て
改
善

し
て
い
く
こ
と
や
、
今
求
め
ら
れ
る
研
修
会
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
こ
と
な
ど
も
行
わ
れ
た
。 

 

10
月
22
日
㈯-

23
日
㈰
に
札
幌
を
会
場
に
し
て

行
わ
れ
た
全
体
研
修
会
に
は
、
各
地
か
ら
参
加
者

が
集
ま
り
、
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
決
め
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
則
っ
て
行
わ
れ
た
。
講
師
は
エ
カ
テ
リ
ナ

児
玉
姉
（
函
館
）
と
エ
レ
ナ
笠
原
姉
（
釧
路
）
、

講
話
は
エ
フ
レ
ム
後
藤
神
父
が
担
当
し
た
。 

 

初
め
に
講
話
「
聖
歌
の
歴
史
」
を
学
び
、
発
声

練
習
の
後
、
教
会
の
実
情
な
ど
を
元
に
グ
ル
ー
プ

分
け
し
て
実
技
の
練
習
を
行
っ
た
。
主
日
徹
夜

祷
、
聖
体
礼
儀
で
は
歌
う
聖
歌
を
グ
ル
ー
プ
で
分

担
し
、
互
い
に
歌
い
聞
き
合
う
場
面
を
設
け
な
が

ら
行
わ
れ
た
。 

 

聖
歌
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
と
全
体
会
が
一
体
と

な
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
は
良
か
っ
た
。
課
題
を
持

ち
帰
り
、
自
教
会
で
の
研
鑽
を
通
し
て
、
ま
た
来

年
の
研
修
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。 

聖歌リーダー研修会記念写真 

聖歌リーダー研修会での講義 

聖歌リーダー研修会での講話 

聖歌研修会の様子 

聖歌研修会記念写真 聖歌研修会 聖堂での実践 
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 東北ブロック 

     信徒懇親会 

 

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
長

ら
く
続
け
ら
れ
て
き
た
信
徒
懇
親
会
も
、
昨

今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
し
ば
ら
く
中
止
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
度
、
こ
れ
ま
で
の
宿
泊
型

か
ら
体
験
型
の
日
帰
り
懇
親
会
と
し
て
3
年

ぶ
り
に
復
活
し
た
。 

 

9
月
19
日
㈪
、
一
関
に
各
地
の
教
会
か
ら

40
名
が
集
ま
り
、
聖
堂
で
の
開
会
祈
祷
後
、

場
所
を
小
野
執
事
長
の
経
営
す
る
松
栄
堂
に

移
し
て
「
伝
統
和
菓
子
作
り
」
を
体
験
し

た
。
「
コ
ス
モ
ス
と
栗
」
を
テ
ー
マ
に
、
職

人
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
素
晴
ら
し
い

出
来
栄
え
の
菓
子
を
作
っ
た
。
昼
食
は
造
り

酒
屋
の
蔵
の
中
で
、
名
物
「
餅
と
ひ
っ
つ

み
」
膳
を
い
た
だ
い
た
。
午
後
は
創
業
百
年

を
迎
え
る
老
舗
・
京
屋
染
物
店
で
の
「
藍
染

め
」
体
験
。
こ
こ
で
も
職
人
さ
ん
か
ら
教
わ

り
な
が
ら
、
手
拭
を
割
り
ば
し
や
ビ
ー
玉
で

絞
っ
て
思
い
思
い
の
作
品
に
仕
上
げ
た
。 

 

「
会
え
て
よ
か
っ
た
。
楽
し
み
だ
っ
た
。

来
て
よ
か
っ
た
」
の
言
葉
が
聞
か
れ
、
今
回

の
懇
親
会
の
成
功
を
喜
ん
だ
。 



『仲 保
ち ゅ う ほ

 と 転 達
て ん た つ

』    長司祭 クリメント 児玉慎一 

「
蓋
、
神
は
一
な
り
、
神
と
人
と
の
間
に
は
中
保

者
も
亦
一
な
り
、
乃
人
ハ
リ
ス
ト
ス
・
イ
イ
ス

ス
、
衆
人
の
贖
の
為
に
己
を
與
え
し
者
な
り
」

（
テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
前
書
2
章
5
節
） 

 

聖
使
徒
パ
ウ
ェ
ル
は
ハ
リ
ス
ト
ス
を
「
神
と
人

と
の
た
だ
ひ
と
り
の
仲
保
」
と
述
べ
た
。
彼
は
教

会
を
人
間
の
体
に
譬
え
、
頭
を
ハ
リ
ス
ト
ス
と
す

る
。
頭
で
あ
る
ハ
リ
ス
ト
ス
の
苦
難
、
十
字
架
の

犠
牲
は
、
神
の
慈
愛
に
基
づ
く
人
々
の
救
い
の
業

で
あ
り
、
神
で
あ
り
な
が
ら
人
と
な
ら
れ
た
ハ
リ
ス
ト
ス
の
み
が
神

と
人
と
の
交
わ
り
を
回
復
す
る
仲
立
ち
と
な
り
得
る
。
つ
ま
り
そ
れ

を
仲
保
と
呼
ぶ
。 

 

一
方
、
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
と
し
て
私
た
ち
が
あ
る
べ
き
姿
の
理

想
像
と
し
て
常
に
記
憶
さ
れ
る
生
神
女
マ
リ
ヤ
。
彼
女
が
ハ
リ
ス
ト

ス
を
受
け
入
れ
た
こ
と

で
、
今
や
私
た
ち
は
神

と
の
交
わ
り
に
招
か

れ
、
神
の
恩
寵
と
慈
愛

に
よ
り
、
神
に
似
た
者

と
な
る
べ
く
導
か
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
従
順

と
神
の
贖
罪
の
業
に
お

け
る
そ
の
役
割
の
た
め

に
、
ハ
リ
ス
テ
ィ
ア
ニ
ン
は
生
神
女
を
聖
人
の
中
で
も
最
上
の
者
と

し
て
讃
栄
す
る
。
そ
し
て
、
ハ
リ
ス
ト
ス
が
地
上
に
あ
っ
て
最
も
親

し
く
近
い
関
係
に
あ
っ
た
生
神
女
に
、
私
た
ち
は
ハ
リ
ス
ト
ス
へ
の

執
り
成
し
を
願
う
。
ま
た
、
諸
聖
人
に
つ
い
て
も
、
彼
ら
は
神
と
人

と
の
仲
保
で
あ
る
ハ
リ
ス
ト
ス
の
救
い
を
頼
み
と
し
て
生
涯
を
全
う

し
た
人
々
で
あ
り
、
そ
の
尊
い
業
の
た
め
に
神
の
恵
み
を
受
け
て
天

上
に
お
い
て
特
別
な
位
置
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
私
た
ち
は
彼
ら

諸
聖
人
を
も
尊
敬
し
讃
栄
し
、
生
神
女
同
様
に
ハ
リ
ス
ト
ス
へ
の
執

り
成
し
を
願
う
。
こ
の
願
い
に
応
え
て
、
私
た
ち
を
神
と
の
交
わ
り

に
導
く
生
神
女
や
諸
聖
人
の
祈
り
を
転
達
と
呼
ぶ
。 

 

「
ハ
リ
ス
ト
ス
は
初
め
で
あ
り
、
真
ん
中
で
あ
り
、
終
わ
り
で
あ

る
。
ハ
リ
ス
ト
ス
は
初
め
の
人
々
、
中
頃
の
人
々
、
終
末
の
人
々

と
、
誰
の
中
に
も
お
ら
れ
る
…
諸
聖
人
が
修
道
に
よ
り
世
代
か
ら
世

代
に
わ
た
っ
て
受
け
継
ぎ
、
領
聖
に
よ
り
恩
寵
を
受
け
て
輝
き
、
結

合
さ
れ
、
黄
金
の
鎖
と
な
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
の
鎖
の
輪
と

な
っ
て
、
信
仰
と
行
い
と
愛
に
よ
り
前
の
世
代
の
聖
人
と
結
ば
れ
て

ゆ
く
…
」
（
新
神
学
者
シ
メ
オ
ン
） 

 

生
神
女
や
諸
聖
人
の
転
達
は
、
私
た
ち
の
祈
り
と
ハ
リ
ス
ト
ス
の

仲
保
の
間
に
あ
る
。
仲
保
が
最
初
に
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
転
達
が
続

く
。
神
の
愛
と
神
の
前
に
喜
ば
れ
天
上
に
お
い
て
義
と
せ
ら
れ
た
彼

ら
の
祈
り
は
、
人
と
人
と
を
、
人
と
生
神
女
・
諸
聖
人
と
を
、
そ
し

て
主
神
救
世
主
イ
イ
ス
ス
ハ
リ
ス
ト
ス
と
を
結
び
、
時
と
場
所
と
を

越
え
た
繋
が
り
を
形
づ
く
っ
て
い
る
。 
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人
物
消
息 

ー
敬
称
略
ー 

 

（
２
０
２
２
年
５
月
～
２
０
２
２
年
11
月
） 

 

◆
洗
礼
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
受
洗
日
］ 

札
幌 

 

フ
ェ
オ
ド
ル
山
口 

馨 

11
月
22
日 

小
樽 

 

ガ
リ
ー
ナ
・
タ
ダ  

 
 

5
月
14
日 

函
館 

 

イ
ラ
リ
オ
ン 

イ
サ
コ
フ
正
雪 

8
月
29
日 

中
新
田 

ス
サ
ン
ナ 

早
坂
ゆ
り 

5
月
29
日 

 
 
 
 

ヒ
オ
ニ
ヤ 

早
坂
雪
音 

5
月
29
日 

 
 
 
 

ア
ン
ド
レ
イ
熊
谷
鷹
李 

5
月
29
日 

 
 
 
 

※
洗
礼
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

◆
永
眠
［
教
会
名
・
聖
名
・
氏
名
・
永
眠
日
］ 

釧
路 

 
ニ
ー
ナ 

 

大
竹
妙
子 

8
月
19
日 

上
武
佐 
フ
ェ
ク
ラ 

村
上
道
子 

6
月
18
日 

 
 
 
 

斜
里 

 

ワ
シ
リ
イ 

中
島 

勤 

9
月 

 
 
 
 

ミ
ハ
イ
ル 
佐
藤
年
秋 

11
月
7
日 

札
幌 

 

ア
リ
ア
ド
ナ
・
シ
ャ
ル
フ
ェ
ー
フ 

6
月
15
日 

 
 
 
 

マ
リ
ナ 

 

戸
崎
晶
子 

6
月
15
日 

 
 
 
 

パ
ウ
ェ
ル 

佐
藤
三
郎 
8
月
20
日 

 
 
 
 

キ
リ
ー
ル 

佐
藤
広
邦 
10
月
5
日 

 
 
 
 

ゲ
オ
ル
ギ
イ
長
岡
秀
明 

 

10
月
12
日 

 
 
 
 

ミ
ハ
イ
ル 

佐
藤 

繁 
 

11
月
10
日 

上
磯 

 

ゲ
オ
ル
ギ
イ
大
村
泰
一 

 

11
月
11
日 

函
館 

 

ゲ
オ
ル
ギ
イ
入
間
川
伸
弘 

6
月
30
日 

 
 
 
 

ナ
デ
ジ
ダ 

竹
田
ユ
キ
子 

7
月
3
日 

 
 
 
 

ア
ン
ナ 

 

森
影
佳
子 

 

9
月
13
日 

盛 
 
 

ア
ガ
フ
ィ
ヤ
伊
勢
冬
子 

 

9
月
5
日 

日
形 

 

ニ
ー
ナ 

 

岩
淵
道
子 

 

10
月
4
日 

中
新
田 

ナ
デ
ジ
ダ 

鈴
木
由
香 

 

5
月
20
日 

 
 
 
 

エ
レ
ナ 

 

鈴
木
敬
子 

 

6
月
8
日 

 
 
 
 

マ
ル
フ
ァ 

熊
谷
ふ
み
ゑ 

11
月
9
日 

白
河 

 

テ
ィ
ト 

 

鈴
木
信
夫 

 

6
月
4
日 

 
 
 
 

マ
ル
コ 

 

武
内
淳
蔵 

 

8
月
17
日 

 

※
永
遠
の
記
憶
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。  

 

－ 宣教献金の御礼とお願い － 
 
＋主の御名によりてご平安をお祈りいたします。 

 皆様方のご理解とご協力を賜り、昨年度は379件1,864,000円の宣教献金が寄せら

れ、わずかに目標額に届きませんでしたがご協力に感謝申し上げます。 

 今年も年末が近づき来年に向けて教区の宣教献金募集の時期になりました。下記

の要領で募集いたしますので、ご協力をお願い申し上げます。 
  

記 
 

■２０２２年度宣教献金目標額  ２００万円 

■献金額   1口  ３,０００円（1口以上を目安にお願いいたします） 

■献金方法   同封の郵便振替用紙に住所、所属教会名、聖名、氏名を記入しこれまで   

         通り、最寄りの郵便局(ゆうちょ銀行)にてお手続き下さい。 

 ※ただし現金での振込の場合、別途手数料が発生するようになりましたのでご注意下さい。  

■期  間  ２０２２年１２月６日 ～ ２０２３年５月３１日 


